
令和７年度
若い世代からの
ジェンダー平等
推進事業

・９月２０日（土）１３：３０～１５：３０
・テーマ 「防災とジェンダー」
・講師： 勝身 真理子 さん
（ミューストリーム代表/
滋賀県立大学男女共同参画アドバイザー）



講義では、「防災とジェンダー～防災をジェンダーレンズで探
る～」のテーマのもと、防災をジェンダーの視点を入れながら
考えました。普段のジェンダー課題は災害時に顕著化すること
からも、日常からのジェンダー意識の大切さを学びました。

「防災とジェンダー」

第４回

ワークショップでは、「生理用品や女性用の下着が支援物
資として入ってきた際、運営委員として、どのように対応する
か」について話し合いました。



１・ Input ジェンダーと災害対応の今

すぐに誰かが助けてくれるか→×
阪神淡路大震災から耐震化や備蓄の整備、「自助」「公助」「共助」の理念
が浸透
しかし、従来の防災手法は限界。
災害はいつ、どこで発生するか分からない。
南海トラフの予想、あらかじめ知って想定し準備しておくことがとても大事。
国連もこの30年で色々な動きがあった。

期待されがちな「ジェンダー役割」
固定的性別役割、アンコンシャスバイアス

「防災とジェンダー～防災をジェンダーレンズで探る～」
講師：勝身 真理子さん

（ミューストリーム代表/滋賀県立大学男女共同参画アドバイザー
/NPO法人男女共同を進める会・IYOU淡海理事長）



２・Assessment 過去の災害から見るジェンダー課題
東日本大震災、新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言、能登半島地震
調査で明らかになったこと
課題そのものは東日本大震災から変化していない。
例・デリケートゾーンの悩み
思春期の女の子

３・Ｗｏｒｋ ジェンダー視点に立った防災を考えよう
防災と言われると発災後に目線がいきがちだが、発災前から復旧復興まで
考える必要がある。
災害対応力を強化する女性の視点―７つの基本方針
自主運営の責任者に女性は少なくとも3割など
避難生活における困難のイメージ→トイレ・衛生の問題
環境物資の問題（幼児・高齢者等特有のもの、物資担当が男性のみ等）
安全の問題（プライバシー、復興期にはＤＶや虐待が増える傾向にある）



避難形態別の問題（指定避難所は人数が多く、プライバシーが守りにくく、
目が行き届かない。公的支援が前提）
ジェンダーに特化すると、
・ケア役割の過重負担 ・家庭ケアと職場復帰
・組織責任、家庭の経済的責任のプレッシャー
・リーダーが男性中心 ・引きこもり、孤独死等

どんな避難所がいい？
避難所運営委員会 例
避難所で必要なトイレの女性用と男性用の役割は３：１？→スフィア基準（災
害や紛争の被災者が尊厳ある生活を送るための基準）×

支援内容の平等ではなく、結果としての平等を

さて、どのように対応しますか？
生理用品や女性用の下着が支援物資として入ってきた。
物資係から「生理用品をなかなか取りに来ない、間に合っているのかな」運
営委員会として、どのように対応しますか















感想

・災害という普段と違う状況においては、普段あまり問題視されて
いないことも、問題になる可能性がある。そのため、平常時から災
害時のジェンダー平等について、あらゆることを想定しておくこと
が大切であると考える。今回で、自分では思いつかなかった災害
時の問題点もあった。そのため、他者と交流しながら災害時の想
定をしておくことが大切であると考える。

・防災の視点でジェンダーについて考えることが出来てよかった。
災害時には普段と違って混乱していること、また人によって困り事
は違うので、平時にどのような対策をしていくべきなのかというの
を考えていくべきなんだと思った。さらに、普段からジェンダー平
等に向けての取り組みをしていくことで、このような事態でも対応
できるようになるということを聞いたので、普段からジェンダー平
等への取り組みをしていきたいと思った。



感想

・私は初めての参加で、どんな感じなのかと緊張でいっぱいでした
が、話を聞いていると、自分達がいつそのような状況になってもおか
しくない事で、真剣に聞いていました。防災とジェンダーというあま
り関係なさそうだと思っていたことが、最後にはもっと公演を聞いて
いたいと思ったぐらいに、自分のことと捉えていました。このような機
会にお話を聞けて良かったです。

・色んな人たちと、災害時の課題点と対応策を考えることが出来ま
した。女性の問題と言うことで、自分事として考えることが出来まし
たし、男性の参加者の方も沢山意見を出して頂くことができました。
このように、災害時でもお互いに歩み寄りながら助け合えれば良い
と思いました。



感想

・性別や年齢の違う初対面の方々と、活発に話し合うことができまし
た。デリケートなテーマではありましたが、ジェンダー課題について
今後親や友人とも相談していく良い機会になりました。ありがとうご
ざいました。
・防災をジェンダーの視点で初めて考える良い機会でした。 ワーク
では、様々な考え方を知ることができて視野が広がりました。 講義
内の「支援内容の平等ではなく、結果の平等を」というワードが特
に印象に残っています。 災害時などは大きく括って対応をしてしま
いそうになりますが、一度立ち止まって「本当にその人に合った支援
ができているか？」を考える必要があると思いました。
・自身に避難経験がないこともあり、避難所のジェンダー格差と聞
いてもはじめはあまりピンとこなかった。しかし、生理用品が減らな
いという具体的な事例を元に問題と対策を考えたことで状況の想
像がしやすく意見やどういった課題があるのかを自分なりに考える
ことが出来た。


